OLYMPUS^ 









さ部の名瑜 


g ラがシユ 


ワイドノはル 
豚 P.2 目 


発光窓 



端子カパ’ 

□ツク U ング 
陪 P. 白 


AF イルミネータ発光窓 
腐で.30、3已 
暗い被写体、コントラスト 
のない被写体でち内蔵の 
AF イルミネータが光り、 
ピント合わせをしやずくし 
まず。 


リモートセンサー 
I^P.36 


オート受光窓 na^p.ie 

□ツクピン I^P.9 
電気接点 I^P.9 


同旧品 

お買い上げの商品には次の付属品が入っていまず。 
万一、不足していたり、破損している場合には、 
お買い上げ販売店までご連絡 < ださし、。 
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フラッシュ本体 









































































バウンス□ック解除 
ボタン I ^ P .9、 22 


アクセサリー取り付け部 
松 P .23 


MODE ボタン 
陽 P .12 


ZOOM ボタン I ^ P .21 

オートチェックランプ 
唆 P .12 


電池カバー I ^ P .7 


チャージランプ/ 
TEST ボタン 
松 P .1 1 


POWER ボタン l ^ P . l 1 





フラッシュスタンド 
FLST -1 


バウンスアダプター 
FLBA -1 


プレート ベルト 

リフレクタアダプター 
FLRA -1 


• フづツシュケース 


• 取扱説明書（本書） • 保詔書 
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コント□ールパネル 


ワイドノはル 
豚 P .2 目 


スーパー FP 発光 
陪 P . 18、20 


調光モード 
岐 P .13 


近接フラッシュ- 
臨 P .27 

FOURTH 旧 DS - 
豚 P .31 


!為 


[TTL AUTO 
MANUAL I 


照射画角- 
( ZOOM ) 

モード 
陪 P .21 


FOURTHIRDS 


HMZOOMI 


に0感度- 

豚 P .31、 47 


ガイドナンバー 

CGN ) 

陪 P .17、 3白、 


广た N 『 S 。 


固 1^- r 


(—照射画ち 
( ZOOM ) 
設定値 
陪 P .2] 


•発光量補正 
陪 P .14 


|gg gg~//gg 幻 な 


^絞0値 （ F ) 
臨 P .1 曰、 
31、3呂、47 


設定値表示 


4己 


L フイート 
臨 P .3] 

-メートル 
陪 P .3] 


本書に ついて 

コント□ールパネルの表示はお使いになるカメラ、本機の設定、撮穀条件等により図 
と異なることがあります。 

照射画角 （ ZOOM ) 表示は、巧の2通りの選択がでをまず。 

① FOUR THIRDS ..... 「フォーヴーズシステム」デジタルカメラの焦点距離で表示 

CD 135 . 13巳型： 3己 mm フイルムカメラの焦点距離の画ちに換算 

して表示 


本書では [FOUR TH 旧 DS ] で記載し、 [13 己]の数値は「（13已時 ：X X mm )」 と併 
記していまず。なお、選択のしかたについては「カスタム設定」 （ B ^ P .30) をご覧 
<ださい。 
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ち < じ 


各 口 R の名称 . 

フラッシュ . 

コント□ールパネル . 

基みの撮影 . 

電池を入れる . 

カメラに取り付ける . 

電源を入れる . 

撮影する . 

発光量を補正ずる . 

し、ろし、ろな撮影 . 

AUTO . 

MANUAL . 

FP TTL AUTO . 

FP MANUAL . 

照射画角 （ ZOOM ) の設定 ..... 

バウンス撮影 . 

ワイドパネルを使5 . 

お接フラッシュ . 

フラッシュ撮影のいろいろ ...... 

カスタム設定 .. 

才ールリセット ..... 

ワイヤレスフラッシュ撮影 . 

基本の撮影方法 . 

配置について . 

通信機能のないカメラで撮影する 

AUTO . 

MANUAL . 

スレーフフラッシュ . 

警告表示一覧 . 

こんなと壬は？ . 

別売アクセサリー . 


5 ^ 


224 779124 


6678012678 

1111 コ I コ I コ mi コ I コ | 


〇 2 346 889012 4 

)} )} )) U J )} D iy Li ― r ― r ― r 



































ガイドナンバー （GN) —覧 . 4已 

AUTO 調光範囲 . 47 

連続発光について . 48 

安全上のごま意（必ずお守り<ださい） . 49 

使用上のごま意 . 52 

その他のごま意 . 已4 

主な仕様 . 已已 
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基本の撮影 


電巧を入れる 

電地（別売）は、次のいずれかの種類のものをご使用ください。 

•単3アルカリ電池/単3ニッケル水素電池/ 

単3リチウム電池/単3オキシライド電池/ 

単3ニッカド電池 ： 4本 

• CR-V3 (当社製 LB- 日 1) リチウム電池パック：2個 

〇ま意 

•単3マンガン電池は使用でをません。 

• 種類の違ラ電地あるいは新しい電池と古い電池を混ぜて使用しないでくだ 
さい。 

• 長期お行や寒冷地の撮彰には予備の重池をご用意ください。 


1 電ミせカバーを開きまず。 



2 電ミせの向さを正しく合わせて入れます。 




3 電ミせカバーを閉じまず。 








電池別の巧が巧隔と巧が回数 


使用電池 

発光間隔 

発光回数 

単3アルカリ電池 

約曰秒 

約]已日回 

単3ニッケル水素電池 
に40日 mAh ) 

約4秒 

約20日回 

単3リチウム電池 

約曰秒 

約20日回 

単3オキシライド電池 

約已秒 

約] 7日回 

CR - V 3 リチウム電池パック 

約已秒 

約2吕日回 


当社試験条件によりまず。撮影条件により異なることがあります。 
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カゾラに巧 D 付ける 

カメラとフラッシュの電源が切れていることを確認してください。 
電源が入ったまま取り付け、取り外しをずると故障の原因となりまず。 




1バウンス□ック解除ボタンを押しなが 
5発光部を基本の位置（水平、正面位置） 
にセツトします。 


2カメラのホットシューカバーを外しま 
す。 

• ホッ ト シューカバーはフラッシュケースの 
内側にあるポケットに入れて保管してくだ 
さし、。 


3 □ックリングを緩めまず。 

■ □ックピンが出ている場合は、□ックリン 
グを「卜 LOCK 」 の反対ち向に止まるとこ 
ろまで回して、□ックピンを引込めます。 

〇ま意 

• □ックリングに必要似上の力をかけないよ 
ラにして < ださい。 

•電気接点に、指や金具等で邮れないでくだ 
さい。 

■ □ックピンが出た状態でカメラに装着しな 
いでください。故障の原因になります。 
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4 フラッシュをホットシューの奥に力 
チッとおを当たるまで、しっかりと差 
し込みまず（①)。 

5 □ックリングを「卜 LOCK」 方向に止 
まるまで回しまず（感)。 


巧 P 巧ず 

1 □ックリングを完全に緩め、ホットシューか5スライドさせて振 
をまず。 

2 カメラのホットシューカバーを取り付けます。 


ホットシューのないカメラで使用ずる 

•外部フラッシュ端子のあるカメラは、フラッシュブラケット、ブラケットケーブル（別 
売）を使用して取り付けまず。 

•オリンパスワイヤレス RC フラッシュシステム対応のカメラはワイヤレスフラッ 
シュとして使用でをます。「ワイヤレスフラッシュ撮影」 ( P .33) 

• スレーブモードやマニュアル発光モードのあるカメラは、スレーブフラッシュとし 
て使巧できまず。「スレーブフラッシュ」 （ P .40) 





電源を入れる 

カメラに取り付けてか5電源を入れまず。電源を入れた5必ず電池残 
量を確認してください。 


オートチェックランプ 



TEST ボタン 


1 POWER ボタンを押します。 

•コント□ールパネルが点灯し、充電が始ま 
ります。 

• 再度 POWER ボタンを巧すと電源が切れ 
ます。 

2 チャージランプが点口することを確認 
しまず。 

• チャージランプの点巧までの時間がしッ下の 
よラになったら早めに電池を交換してくだ 
さし、。 


アルカリ電池 
オキシライド電池 

30秒政上 

ニッケル水素電地 

U チウム電池 

10砂 L ソ上 


• チャージランプとオートチェックランプび 
同時に点滅したとさは電池が著しく消耗し 
ています。必ず、新しい電池と交換してく 
ださい。 

• TEST ボタンを押すと発光させることがで 
をまず。 
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垣露ずる 

TTL AUTO で撮影してみましよう。 TTL AUT 日ではカメラ側の設定 
に合わせて光量を自動的に制御します。 


旧が画角 

レンズの焦点距離に連動 
して表示されます。 


1カメラの撮影モードを P (プ□グラム 
オート）にしまず。 


調光 モード 2 M 日 DE ボタンを繰り返し押して調光 

MODE ボタン モ—ドを [TTL AUTO] に設定します。 


ELCT IC 
FL-SO I 


TTL AUTO 
masB つ广 

こ UUM L mm 

0.1 - 7.5m 


LIGHT 

調光範囲 


MC 化 

回 

ZOOM 

一、鑛' 

^養を 


3 


オー トチェック 
ランプ 


シャッターボタンを半押ししまず。 

■ カメラとフラッシュ間で撮影情報の通信が 
巧われコント□ールパネルに調光請囲が表 
示されまず。 

■ 被写体が調光範囲内にないとさは撮影距離 
を変えて < ださい。 

•調光範囲はカメラ側の設定 （ ISO 感度/絞 
り値/レンズの焦点距離）によって変化し 
ます。 


4 シャッターボタンを全押しして撮影し 
まず。 


• 撮影後、オートチェックランプが約己秒間 
点滅ずれば正しく発光していまず。 























調光モードの種類 

撮影する被写体や条件に合わせて調光モードを選びます。 MODE ボタ 
ンを繰り返し押して、調光モードを切り換えまず。 


コント □ー ル 
パネル表示 

制御内容 

主な用途 

参照 

ぺージ 

TTL AUTO 

カメラの設定に合わせて、発 
光量を自動的に制御します。 
カメラのレンズを通した明る 
さで調光しまず。 

通信機能付カメラは通 
常このモードをお使い 
<ださい。 

P .12 

AUTO 

カメラの設定に合わせて、発 
光量を自動的に制御しまず。 
フラッシュのオート受光窓を 
通した明るさで調光します。 

通信機能付カメラは 
AUT 日モード対応機種 
のみ使えまず。 

P .16 

MANUAL 

設定したガイドナンバーで発 
光しまず。 

マニュアル発光での撮 

影。 

P .17 

— TTL AUTO 

因 

スーパー FP 発光。カメラの 
フラッシュ同調速度よ0高速 
砂時でもフラッシュを使った 
撮影がでさまず。 AUTO モー 

日中シンク□撮影など 

P .1 S 、 

西 MANUAL 

ドでは自動的に発光量を制御 
しまず。 MANUAL モードで 
は設定したガイドナンバーで 
発光します。 

屋列'のフラッシュ撮該。 
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〇ま意 

• カメラ側の撮影モード、またはお使いになるカメラの機能により使用でを 
ないモードがあります。 

• 使用でをないモードを選ぶことはできません。 














カメラの主な撮該モードとフラッシュの動作 


表中の数値や動作の詳細は、カメラによって異なります。カメラの取 
扱説明書でご確認ください。 


撮影 

モード 

フラッシュの発光 

シャツタ—速度 

絞り値 

P 

発光条件の明るさや逆 
光を判断して自動的に 
発光します。 

カメラが自動的に設定 
します。フラッシュ 
が発光する条件では 
1/30秒や1/日〇砂に 
固定されまず。 

カメラが自動的に設定 
しまず。 

A 

カメラが自動的に設定 
しまず。シャッター速 
度が遅<なる条件では 
1/3日秒や1/目〇秒に 
固定されます。 

任意の絞0値に設定し 
ます。 

絞0値はガイドナン 
バーと調光範囲を参考 
に設定してください。 

「ガイドナンバー 
CGN ) -覧」 （ P .4 已)、 
「 AUTO 調光範囲 J 
CP .47) 

S 

カメラのフラッシュ同 
調速度政下のシャッ 
ター速度では、常に発 
光します。スーパー 
FP 発光では常に発光 
します。 

任意のシャッター速度 
に設定します。 

カメラが自動的に設定 
しまず。 

M 

任意の絞0値に設定し 
ます。 


発が量を補正ずる 

フラッシュ発光量を± 3段の範囲で補正することがでさまず。 

1 カスタム設定で発光量補正を [ on ] に設定しまず。！^「カスタム 
設定」 （ P .3 日） 

•コント□ールパネルに歴 I が表示されます。 















発光量補正 



2ダイヤル B を回し、発光量補正値を設 
定します。 

• +ち向に回すと、0 >+0.3 ►+0.7 ►+1.0… 

► +3.0 の順に切り換わりまず。 

•-方向に回すと、0 ►-0.3 ►-0.7 ►-1.0… 

► -3.0 の順に切り換わります。 
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発光量補正値 
(設定時は調光範囲 
は表示されません。） 


カメラ側でフラッシュ補正が設定され 
ているとさは、フラッシュで設定した 
捕正値と合算した補正量で発光しまず。 
• コント□ールパネルにはフラッシュで設定 
した発光量補正値のみが表示されまず。 


例) 



設定した補正値 

コント□ールパネルの 
発光量補正値表示 

実腳こ 

発光する補正量 

フラッシュ 

+0.3 

+0.3 

+0.6 

カメラ 

+0.3 


〇を意 

• MANUAL、FP MANUAL モードでは、カメラ側の設定は働をません。 

















































いろいろな撮影 



フラッシュのオート受光窓で被写体に適切な光量を測定して発光しま 
ず。カメラの設定とフラッシュの設定を合わせて使いまず。 


照射画ち 

レンズの焦点距離に連動 
して表示されまず。 
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調光範囲オートチェック 
ランプ 


カメラの設定に合わせて調光静囲がコ 
ント□ールパネルに表をされまず。 

• カメラの設定 （IS 曰感度/絞り値）が使用 
可能な倍0感度-絞り値の組み合わせか 
5外れているとをは、調光範囲が表示され 
ずに [ISO]f] が点滅して警ちします。こ 
のときはカメラの設定を変更してくださ 
し、。岐 「AUTO 調光範卽 （P.47) 


シャッターを切った後、オートチェッ 
クランプが約已秒間点減ずれば正しく 
発光しています。 


テスト発光 

シャッターを切る前に発光のテストがでをます。 

TEST ボタンを押ずとフラッシュが発光しまず。 

発光後約己秒間オートチェックランプが点減すれば正し 
く調光されていまず。 

点減しないとをは絞り値、に日感度、被写体までの距離等 
を変更してください。 

• テスト発光による調光確認は AUTO モード時のみでさ 
ます。 
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MANUAL 

設定されたガイドナンバー （ GN ) で発光します。 


照射画角 

レンズの焦点距離に連動 
して表示されます。 



ガイド 最適撮影距離 

ナンバー 


2 


ダイヤル A または B を回し、ガイドナ 
ン パーを 設定します。 

• コント□ールパネルに設定したガイドナン 
バーとカメラ側の設定で算出された最適撮 
影距離が表示されます。 

被写体までの距離が最適撮影距離と異 
なる場合は、ガイドナンバーの設定を 
変えるか被写体までの距離を変えまず。 

•カメラ側の設定（倍0感度/絞り値/焦点 
距離/シャッター速度）により最適摄影距 
離は変化します。詳しくは「ガイドナンバー 
(GN) 一覧」 （D^P.4 己）をご覧くださし、。 


最適撮影距離 

に0感度が100のとを、最適撮影距離ニガイドナンバー （GN ) -破り値 （ F ) で計 
算できまず。唆「ガイドナンバー （GN) —覧」 （P.4 已） 

























FP TTL AUTO 


スーパー FP 発光によりカメラの高速シャッター速度でちフラッシュ 
が同調します。 

スーパー FP 発光を使用して次のよラな撮影ができます。 

• 逆光撮影で影を和!5げた撮影 

•屋外で、絞り開放でバックをぼかした日中シンク□のポートレート 
撮影 


逆が撮影 



フラッシュなし 


ポートレート 



絞り込んで撮影 



フラッシュあり （FPTTLAUTO) 



絞りを開放で撮影 





















モード 1カメラの設定に合わせて調光静囲がコ 

ント□ールパネルに表をされまず。 


照射画角 





/ ELCTRC 
FL-S0R 

、に FLASH 


,MODE 



- S 3 "l 

ZOOM L 

7 ' 

lUTO 

回 

ZOOM 

罕 

、鱗， 

7 が- 

蹲ち 5 

◎ 

UGHT 


調光範囲 オート 

チェック 
ランプ 


被写体までの距離が調光範囲内にある 
ことを確認しまず。 

• 節囲内にないと走は被写体までの距離か力 
メラ側の設定を変更してください。 

■調光節囲はカメラ側の設定 （ISO 感度/絞 
り値/焦点距離/シャッター速度）により 
変化しまず。 

シャッターを切った後、オートチェッ 
クランプが約已秒間点減ずれば正しく 
発光しています。 


〇を意 

• スーパー FP 発光は最大ガイドナンバーが TTL AUTO モードのときより 
ルさ<なります。そのため調光範囲ち短くなります。 






















FP MANUAL 

設定した発光量でスーパー FP 発光します。 


旧％画角 

レンズの焦点距離に連動し 
て表示されます。 



ナンバー 


ダイヤル A または B を回し、ガイドナ 
ン パーを 設定します。 

• コント□ールパネルに設定したガイドナン 
バーとカメラ側の設定で算出された最適撮 
影距離が表示されます。 

被写体までの距離が最適撮影距離と異 
なる場合は、設定を変えるか被写体ま 
での距離を変えまず。 

•カメラ側の設定（倍0感度/絞り値/焦点 
距離/シャッター速度）により最適撮影距 
離は変化します。詳しくは「ガイドナンバー 
(GN) -覧」 （D^P.4 己）をご覧くださし、。 


最適撮影距離 

に0感度が100のとを、最適撮影距離ニガイドナンバー （GN ) 子破り値 （ F ) で計 
算できまず。岐「ガイドナンバー （GN) —覧」 （P.4 已） 























照射画ち （ ZOOM ) の設定 

照射画角を任意に設定ずることができまず。 

Z 0 日 M ボタンを押して、照射画角を設 
定します。 

• コント□ールパネルに [M ZOOM] が表示 
されます。 

• 照射画角は12/14/1 7/25/35/42mm 
(135 日寺： 24/28/3已/已〇/70/8已 mm) 
から選びます。 

ZOOM ボタンを巧すたびにしソ下のように 
切り換わりまず。 

. 12 14 17 2已 3己 42 

r ZOOM 吟 呼一吵 * 畔 つ 

(24) (28) (35) (已 0) (70) (8 巳)^ 


ワイドパネルを使っているとさ 
防「ワイドパネルを使う」 （P.2 日）： 
[■►ZOOM*-► 8 

r に 0)(16) 

* [ZOOM] (自動）は通信機能付デジタル 
カメラでのみ選択できまず。 



ZOOM ボタン 


〇ま音 

• 使用ずるレンズの焦点距離より大をな値を遵ぶと、写真の周辺が暗くなり 
ます。 
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バウンス垣影 

バウンス（反射）とは、フラッシュ光を天井や壁に反射させて撮影ず 
る方まです。 

被写体を体に光が回るので、強い影の出ないソフトな写真が得5れま 
ず。 



パウンスなし 


バウンスあり 




バウンス□ツク 
解除ボタン 


バウンス□ツク解除ボタンを押しなが 
5発光部の向をを回転させまず。 

■ 下方向7°にもセツトできます。 

「近接フラッシュ」 （ P .27) 


〇を意 

• 発光部がバウンス位置にあると去、コント□ールパネルに調光範囲/最適 
撮影距離は表示されません。 

•フラッシュ光の反射面（天井や壁等）に色があると撮影した写真に影響す 
ることがあります。反射面は白に近い色を遵択してください。 

• 照射画角は自動的に2已 mm (13 巳時:已〇 mm) にセットされ、コント □- 
ルパネルには [--] と表示されまず。 ZOOM ボタンを巧して任意の設定 
にすることもできます。「照射画角 （ZOOM) の設定」 (P.21) 













バウンスアダプターをほラ 

付属のバウンスアダプターを装着すると、光がアダプターを通して広 
い簡囲に}広散されるので、さ5に柔5かな光でバウンス撮影でをまず。 
また、広<光が回るので被写体の影が弱まり、柔5かい表現の撮影が 
でをまず。 



凹部 

凸部 


II— 
取り付け部 


バウンスアダプターの凸部とフラッ 
シュの凹部を合わせ、カチッと音がず 
るまで差し込みます。 



バウンスアダプターなし 



バウンスアダプターあり 


〇を意 

• バウンスアダプターを取り付けるとガイドナンバーがルさくなりまず。 








リフレクタアダプターをほ 3 


付属のリフレクタアダプターを使ってバウンス撮影すると、フラッシュ 
の光の一部を被写体に向けて反射させることがでをまず。これにより、 
人物の目に光を映し込むキャッチライト撮影がでさます。また、バウ 
ンス光で影になってしまラ部分をリフレクタアダプターからの光で照 
射ずることもでをまず。 


1 リフレクタアダプターのベルトの◄が付いている方をプレートに通 
し（©)、◄の部分をプレートに差し込みまず（@)。 



2 フラッシュにプレートの平5な面を合わせてベルトをフラッシュ 
にきき（①)、ベルトのもラー方をプレートにしっかりと差し込み 
ます(@)〇 
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バウンスのみで撮影 リフレクタアダプターを使っての撮影 

キャッチライト効果を得るには、発光部を 
真上または真横にして、プレートを被写体 
に向けます。 



カメラの構え方やフラッシュの向き、リフレクタアダプターを取り付 
ける位置により、様々なバウンス撮影を行うことがでをます。 



横に構えた天井バウンス撮影 



縦に構えた天井バウンス撮影 



プレートはフラッシュのどち5の辺にも取 
り付け!5れます。 
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ワイドパネルを®3 


レンズの焦点距離が 12 mm よりワイド側でフラッシュ撮影ずるとさ 
は内蔵のワイドパネルを使用してください。 


: 巨 LCTRONIC FLASH 

FL SOP 


lit 

1 '-- リイ而 

日 . 1 -'-{r 為 

1 還） 

ZOOM 

回 

CHECK 

J C ( _ 

に 

ろ LIGHT 

TEST/ 

州が GE 


ワイドノはル 


焦点距離が1 2 mm ( 13已時： 24 mm ) 
よりワイドになると、コント□ールパ 
ネルにワイドパネル表示が点滅しまず。 

• 通信機能のないカメラでは表示されませ 

ん 



ワイドパネルを引を出し、発光窓の前 
にセツトします。 

■ コント□ールパネルのワイドパネル表示が 
点灯します。 


Z 0 日 M ボタンを押して、照射画角を設 
定します。 

• 8/1 0 mm (13 已時：1曰/ 20 mm ) か5選 
びます。 


• ワイドパネルを使用するとガイドナンバー 
はルさ<なり、撮影可能範囲や最適撮影距 
離は短くなりまず。 


〇を意 

• ワイドパネルは上側に倒さないでください。 
破損の原因となります。 

• ワイドパネルを引さ出した状態で破損する 
と、 ZOOM ボタンが機能しなくなります。 
このとをはワイドパネルスイッチを無効にす 
ることで回復できます。「カスタム設定」 
( P .30) 



























































jfi 接フラッシュ 


被写体までの距離が日.已〜1 .5 m のとさは撮影ずる範囲とフラッシュ 
の照射範囲がずれるので、バウンス□ック解除ボタンを押しなが5— 
蚕下向き（7っにセットしまず。 



発光部を下方向7 M こ向けるとコント 
□ールパネルに近接フラッシュ表示が 
点巧しまず。 



近接フラッシュ 


〇を意 

• 全長の長いレンズ、径の大きなレンズではフラッシュの光がけられること 
があります。試し撮りをしてか 5 お使いください。 

• 近距離撮影政外は使用しないで<ださい。通常撮影時に発光部を下に向け 
ていると、画面上側のフラッシュ光が不足します。 























フラッシュ撮露のいろいろ 

カメラ側の設定によりいろいろなフラッシュ撮影がでをます。 
• カメラの機能および形状により使えない機能もあります。 
•使い方はカメラの取扱説明書をお読みください。 


ホ目軽減巧が 

フラッシュの発光により目がホく写る現象を軽減させます。 



ス□—シンク □ 

長秒時でシャッターが開いている間にフラッシュを発光させます。 
通常はフラッシュ発光時のシャッター速度は固定されまずが、このモー 
ドでは明るさに応じたシャッター速度まで延長されまず。夕景や夜景 
などの雰囲気を写し込みなが5人物撮影がでをまず。 






を富シンクロ 

ス□ーシャッターを使い、露出が終わる直前にフラッシュを発光させ 
まず。 

被写体とその動きの軌跡により、走る車のテールライトが尾を引くよ 
ラな撮影がでをます。 



カメラ内蔵フラッシュとの巧用 

内蔵フラッシュ付カメラではカメラ内蔵フラッシュと併巧して撮影ず 
ることがでさまず。 

•本機をパウンスさせ、内蔵フラッシュでキャッチライト効果を出ず 
等高度な撮影がでをまず。 

•本機をカメラのホットシューに取り付けた状態では内蔵フラッシュ 
が使えない機種がありまず。 




〇ま意 

• 本機の調光モードは TTL AUTO または FP TTL AUTO モードに設定し 
て < ださい。 











カスタム設定 


本機を使いやずいようにカスタム設定することができます。 

1 MODE ボタンを2秒总上押ずと、設定 
モードに変わりまず。 


2 ダイヤル A を回して設定モードを選び 
まず。 


3 ダイヤル B を回して設定値を変更しま 
す。 

4 MODE ボタンを押して設定を確定しま 
す。 


M 日 DE ボタン 



ダイヤル A 


設定モード 


モード表示 

仕様表示 

ダイヤル A 

ダイヤル B 


機能 


初期 

設定 


AF イル S ネータ 

1 $ $ 

1 L L 

巧 

カメラ側の制御によ 0 
AF イル S ネータが働 
さます。 

A 

が f 

AF イル S ネータは働 
さません。 

フラッシュ 

ケーブル 

广1 ご！ 

tit 

an 

フラッシュケーブルを 
使用しないとさの設定 
に切り換えまず（ホッ 
トシュー接続、クリッ 
プオン接続時)。 

on 

rn - r - 

フラッシュケーブルを 
使用するときの設定に 
切り換えまず（オフフ 
ラッシュ接続時)。 



































設定モード 


モード表示 仕様表示 

ダイヤル A ダイヤル B 


機能 


初期 

設定 


照射画ち 
(ZOOM) 

表示 


しミ- 3 

照射画ちを「フォー 
サーズシステム」のレ 
ンズ焦点距離で表示し 
まず。 

4-3 

1 か" Jsl"ll:l,W _ _ 

ZOOM mm 

ZOOM mm 

IBS 

照射画角を]3已型の 
焦点距離に換算して表 
71\ します。 

3已 mm フィルムカメ 
ラと同じ感覚で使用で 
さまず。 

距離表示の単位 

ft 

m 

m 

距離をメートル単位で 
表のします。 

m 

ft 

距離をフィート単位で 
表のします。 

発光量補正 


EIW 

発光量の補正が働をま 
せん。 

OFF 

れ 

on 

発光量の補正が働去ま 
ず。 


ワイド八ネル 
スイッチ無効 


on 

ワイドパネルスイッチ 
が有効でず。ワイドパ 
ネルが引を出されてい 
ることを検知しまず。 

on 

が!二 

ワイドパネルスイッチ 
が無効でず。ワイドパ 
ネルが破損したとさに 
設定すると ZOOM ボ 
タンで照射画角を変更 
できるよラになりま 
ず。 

AUTO モード時 
に日、 F 通信 
• AUTO モ ーK 
時、通信機能 
付カメラのみ 
働去ます。 

に 0 F 

an 

に日感度-絞り値の設 
定は、カメラ側より自 
動的に設定されまず。 

on 

が f 

に日感度-絞り値を 
フラッシュ側で設定で 
さます。 






















カスタム設定を初期値へ戻すことができます。 



M 日 DE ボタン 


LIGHT ボタン 


1 M 日 DE ボタンと LIGHT ボタンを同時 
に2秒上押して初期設定に戻します。 

■距離表示単位 （m/ft) の設定は変わりませ 
ん /。 






















ワイヤレスフラッシュ撮影 


本機はオリンパスワイヤレス RC フラッシュシステムに対応していま 
ず。このシステムに対応したオリンパス製デジタルカメラとの組み合 
わせで本機をワイヤレス制御ずることがでをまず。フラッシュモード 
などの設定はカメラ側で行い、カメラの内蔵フラッシュで本機を自動 
的に制御しまず。 

複数のフラッシュを併巧して多灯フラッシュ撮影ずることち巧能でず。 
お使いのカメラが本システムに対応しているかどうかは、カメラの取 
扱説明書をご覧 < ださい。 

ワイヤレス撮影では、カメラの内蔵フラッシュによる光通信で本機を 
制御しまず。あ5かじめフラッシュとカメラ側でじ TF の設定をしてお 
をます。 

RC モード： 

ワイヤレスモードのこと。カメラとフラッシュを RC モードに設 
定しまず。 


チヤンネル： 

他の撮影者のオリンパスワイヤレス RC フラッシュシステムと混 
信しないよラにチヤンネルを切り換えまず。チヤンネルは1〜4 
か5任意の番号を選び、カメラとフラッシュで同じ番号に設定し 
ます。 


クループ： 

A 、 B 、 C の3つのグループそれぞれに調光モードなどの設定を変 
えて、ワイヤレスで制御ずることがでをまず。どのグループで発 
光させるかをフラッシュ側であ5かじめ設定しておきます。 
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ここではオリンパスデジタルー眼レフカメラ E -3 と本機の組み合わせ 
での撮影方法を例に説明します。フラッシュの設置韓囲やカメラ側の 
操作はお使いのカメラの取扱説明書をご覧くださし、。 

1 カメラとフラッシュを配置しまず。 

1®-「配置について」 （ P .3 白） 


2 フラッシュの MODE ボタンを繰り返し 
巧して RC モードに設定します。 


3 カメラの[ち RC モード]を口 N ] に設定して、内蔵フラッシュを 
発光でをる状態にします。 

• フラッシュモードや発光量の設定もカメラ側で設定してお走まず。 


MODE ボタン 



ELCTRONIC FLASH 

FL-50R 




、 

1 置 

I) 



◎ 


r 1 R 


CHECK 


回 LIGHT 

CHARGE 


RC モード 


発光量補正値 


通常発光/スーパー FP 


グループ 

• A、B、C、 それぞれ 
のグループごとに調 
光モードを選択し、 
発光量補正しまず。 
MANUAL モー ドで 
は発光量を選択しま 
す。 



発光 

•通常発光とスーパー 
FP 発光を切り換えま 
ず。 


通信光量レベル 
•通信光量レベルを 
[川]、 [MID]、[L0] 
か5選択します。 

チヤンネル 

•通信のためのチヤン 


ネルをフラ ツシユ と 
合わせます。 
































チヤンネル 



4 フラッシュのダイヤル A を回してチャ 
ンネルとグループを設定しまず。 

5 撮影準備が終わった5、必ずテスト撮 
影をしてフラッシュの作動や画像の確 
認を行って < ださし、。 


6 カメラとフラッシュの巧電完了表示を確認してか5撮影しまず。 

• フラッシュの充電完了の情報はカメラ側には伝わりません。フラッシュ背 
面のチャージランプの点灯またはフラッシュ前面の AF イルミネータ部の 
点減を確認してから撮影してください。 

• カメラ側でフラッシュ補正が設定されているとさは、本機で設定した補正 
値と合算した補正値で発光します。 

〇ミま音 

• フラッシュの照射画角は自動では連動しませんので、撮影前に確認してく 
ださい。フラッシュ側の ZOOM ボタンを1回巧すと、約2秒間照射画 
ちが表示されます。照射画角が表示されている間に再度 ZOOM ボタンを 
巧すと照射画ちを変更でさます。また、設定した照射画角が適切かどラか 
をテスト撮影で確認してください。 

• 後幕シンク□撮彰をするときはシャッター速度を4秒 L ソ内にしてくださ 
し、。フラッシュは約日秒を超えると自動的に発光します。 

• 内蔵フラッシュはリモート制御信号の送信をずるため、 RC モードでは撮 
影時のフラッシュとして使用でをません。 






















阻置にごいて 


カメラの内蔵フラッシュの光により通信を行ラため、フラッシュの設 
置範囲はカメラによって変わります。詳しくはカメラの取扱説明書を 
ご覧 < ださい。 



付属のフラッシュスタンドを取り付け 
まず。 

• フラッシュスタンドの奥にカチッと突き当 
たるまで、しっかりと差し込みまず。 

■ □ックピンが出ている場合は、□ックリン 
グを「卜 LOCK 」 の反対ち向に止まるとこ 
ろまで回して、□ックピンを引込めてくだ 
さい。 

• フラッシュスタンドを王脚に固定ずること 
ちでさまず。 


2フラッシュのリモートセンサーをカメラの方向に向けて固定し、フ 
ラッシュの発光部を回転させて照射したい方向に向けます。 

設置例：フラッシュ1なの場合 


U モートセンサー 


カメラのち向 
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設置例：フラッシュ3なの場さ 


グループ A 


ループ C 



グループ A 、 日：被写体の左ちから照射して立体感を出ず 
グループ C :壁に向けてバウンスさせて背景の影を消す 


るフラッシュの巧 量 比を巧える 

多灯撮影では、フラッシュの光量比を変えることで、様々な表現を加 
えたフラッシュ撮影がでさます。まずは、グループごとに調光モード 
やフラッシュ補正量を変えてみます。それでも狙った効果が得5れな 
いとをは料下の方法を試してみてください。 

• フラッシュと被写体の距離を変える。 

• フラッシュ側で発光量補正をずる。 

•照射画角を変更ずる。 

〇ま意 

• カメラの内蔵フラッシュとリモートセンサーの間に障害物があると、光が 
さえざられて発光しない場合がありまず。 

* 被写体からの反射光が十分に得5れる場合や、室内などで背景か6の反射 
が十分に得られる場合は、をみ、ラフな配置でち作動します。 

• リモートフラッシュの設置数に制限はありませんが、相互干渉による誤動 
作を防止ずるため、1グループ最大3台での使用をおずずめしまず。 

• AUTO モードで発光させるフラッシュは、オート受光窓を被写体に向け 
て設置しまず。このと定リモートセンサーはカメラの方向を向かないため、 
被写体などか5の反射光を受けて発光しまず。 

• 配置び完了した5必ずテスト撮影をしてください。 










通信機能のないカメラで撮影する 


通信機能のないカメラと組み合わせる場合は、 AUTO モードでに日 
感度と絞り値をカメラと同条件に設定するか、 MANUAL モードで撮 
影距離を合わせて撮影しまず。 

スレーブフラッシュとしてワイヤレスで発光させることもでをまず。 
「スレーブフラッシュ」 （ P .4 日） 


レンズの絞り値に合わせて発光量を自動的に調整します。 


Z 0 日 M ボタン 



オートチェック 
ランプ 


1 ダイヤル A を回してに0感度を合わせ 
まず。 

2 Z 0 日 M ボタンを押して照射画角をレン 
ズの焦点距離に合わせまず。 

3 ダイヤル B を回してレンズの絞り値に 
合わせまず。 

■侶0感度、絞り値の組み合わせが、使用可 
能蘭囲から外れているときは、旧0感度と 
絞り値の表示が点ミ威して警苦します。この 
とさは侶0感度、絞り値を変更してくだ 
さい。 「 AUTO 調光蘭囲」 （ P .47) 

• TEST ボタンを押すとテスト発光させるこ 
とができます。「テスト発光」 （ P .1 日） 

4 シャツターを切った後、才ートチエツ 
クランプが約已秒間点減ずれば正しく 
発光しています。 


発光量補正 

に0感度、絞り値をカメラ側の設定値に巧してシフトさせて設定することにより、 
1/3段ステップで発光量補正ずることがでさます。 
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MANUAL 


設定したガイドナンバー ( GN ) で発光します。 


ガイドナン バー 



1 コント□ールパネルにガイドナンバー 
および光量比が表示されます。 

■ 光量比：フル発光に対する発光量の比 

2 Z 日 0 M ボタンを押して照射画角をレン 
ズの焦点距離に合わせます。 

3 ダイヤル A または日を回し、ガイドナ 
ンバーを設定しまず。 


絞り値、ガイドナンパーの巧め方 


撮霞距謎と絞0値を巧めている場台 


UTF の式でガイドナンバーをホめ、本機にセツトしまず。 


ガイドナンパ'— ( GN ) = 


絞り値 （ F ) X 撮影距離 （ m ) 
侶0感度係数 


絞0値をセットずる場合 


な下の式で絞り値を求め、カメラに絞りをセットします。 

。ム h ,* /广、 ガイドナンバー （ GN ) X ISO 感度係数 

較り値の二 -撮影距離 （ m ) - 


最適撮影距謎のホめ方 


最適撮影距離 （ m ) = 


ガイドナンパ‘一 ( GN ) X ISO 感度係数 
絞り値 （ F ) 


ISO 感度係巧 


ISO 感度 
補正係数 


ガイドナンバーは「ガイドナンバー ( GN ) —覧」（陪 P .4 已）をご覧ください。 


25 

已〇 

100 

200 

400 

800 

1600 

3200 

0.5 

0.71 

1.0 

1.4 

2.0 

2.8 

4.0 

已.目 








































スレーブフラッシュ 


本機にはスレーブ機能が備わっていまず。他のフラッシュ光に同期し 
てワイヤレスで発光させることができまず。 


1 フラッシュを配置しまず。 

■「配置について」 （D^P.3 日）をご覧くだ 
さし、。 



MODE ボタン2 


スレーブモード 


M 日 DE ボタンを繰り返し巧して調光モー 
ドを [SL AUTO ] または [SL MANUAL ] 
に設定します。 

•フラッシュの設定は AUTO、MANUAL 
モードと同じでず。邸 rAUT0」（P.38)、 
「MANUAL」(P.39) 

カメラを UTF のように設定しまず。 


• スレーブモードびあるカメラはスレーブ 
モードに設定します。 


• マニュアル発光モードがあるカメラはマ 
ニュアル発光に設定しまず。マニュアル発 
光可能なが部フラッシュをカメラに取り付 
けている場合ち機能します。 


〇を意 

• プリ発光を巧うカメラでは、プリ発光に連動してフラッシュが発光してし 
まラためスレーブフラッシュは使用でさません。 

• 他の撮影者がフラッシュ撮影している場合はそのフラッシュ光に反応して 
発光しまず。 

• フラッシュの照射画角は自動では連動しませんので、撮該前に確認してく 
ださい。フラッシュ側の ZOOM ボタンを1回巧すと、約2秒間照射画 
角が表示されまず。照射画角が表示されている間に再度 ZOOM ボタンを 
巧すと照射画ちを変更でさます。また、設定した照射画角が適切かどラか 
をテスト撮影で確認してください。 























警告表示一覧 


警告内容 

コント□—ル 
パネル表示 

こラしましよラ 

参照 

ページ 

AUTO 
モード時： 

調光範囲が 

i 

AUTO 

1 1 

jQsnjnsKjs % nc , 

% • め OM 、- •- •mm 

1 ■ ISO ■ ■ ■ F ■ ■ 
•' 1 、、 •• 1 、、 

雷信機能付デジタ 
ルカメラの場合 

- ti 乂ぅの isn 咸時まわは粹 n 惰の訴 

P .1 白 

连 

AUTO 

が ikilIii" 巧 —•こ 

、、。■が V 卜，み 
ごご •■- S . h -- 

ヴ、 ザ 

1信機能のないデジ 
タルカメラの場合 

定を変えてください。 

P .3 扫 

MANUAL 
モード時： 

近距離 


MANUAL 

1 曲 11:1«|| か旧つ G 

M ZOOM £ -S mrii 

GN 、、 ■,' 

が？ ■■口. bffi - 

•一 

最適撮影距離が0.目 m (近接フラッ 
シュの場合は0.已 m ) より近いとさ 
は、撮穀ずる範囲とフラッシュの照 
射範囲がずれるので数値が点滅して 

© カメラのに0感度または敝り値の 
設定を変えてください。 

(2) ガイドナン/ (一の設定を変えてく 
ださい。 

P .17 

FP MANUAL 
モード時： 

近距離 


田 MANUAL 

1 わ "…!11:1• 巧 つ & 

ZOOM f — ， mnk 

GN 、、 1 

•イご -•ご . bw • 

••ベ 

CD カメラのに0感度または破り値の 
設定を変えてください。 

③ ガイ ドナン J (一の設定を変えてく 
ださい。 

P .20 

全モード時： 

ワイドノくネル 

要ホ警告 

- 

ザ"、、:,' 

' 1 、"お 

1 

ワイドパネルをセットしてください。 

P.26 

全モード時： 
下向をバウンス 



発光部が下向去 7 ° にセットされてい 
まず。 

近接フラッシュ撮穀時 L ソ外は解除し 
て < ださい。 

P.27 

ま:モード時： 

ワイドパネル 警 


巧 

ワイドパネルがセッ ト されています。 
ガイドナンバーがルさ<なるので被 
写体までの距離にま意してください。 

P.26 
































Q テスト発光による才ートチェックをち効に使いたい。 

A バウンス撮彰時には事前に TEST ボタンを巧ずことで、才ート 
チェックランプによる適正発光の確認びでさます （ AUTO モード 
のみ）。 


0続けて発光させたら、フラッシュが熱くなった。 

A チャージランプび点打直後の連続発光を繰り返すと、電池び発熱 
しまず。このよ5な場合は発光部と電池び;ちえるまで間隔をおい 
て使用してください。 

Q カメラに装着でさない。 

A □ックピンび出ているとカメラに装着でをません。その場合□ッ 
クリングを 「^ LOCK 」 の反対方向に止まるまで回して□ックピ 
ンを弓 I 込めてからカメラに装着してください （ l ®= P .9)。 

Q MODE ボタンを巧しても調光モードが切り換わ6ない。 

A a 信可能なカメラに接続すると、フラッシュの調光モードびカメ 
ラ側か!5しか選択でをない機種びありまず。 

Q フラッシュ撮彰時、カメラのホワイトバランスを適正に設定した 
い。 

A 才ートモードでのご使用をおすずめしまず。マニュアルホワイト 
バランスを使用ずるときは、已巳〇 0 K 付近に色温度を設定してく 
ださい。なお、フラッシュ発光量によって色温度は変化しまず。 

Q AF イル5ネータび点灯しない。 

A AF イル吉ネータはフオーサーズシステムの才 IJ ンパスデジタルー 
眼レフカメラと組み合わせたとをのみ作動します。化のカメラで 
は AF イル5ネータは作動しません。また、大型のレンズ装着時ち 
AF イル5ネータびけ！5れるため作動しません。 
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Q コント□ールパネルの調光範囲表示が出ない。 

A 次の場合には表示が出ません。 

•エクステンションチューブ EX-2 日（別売）を使巧したとき 
• レンズを外したと走 
• バウンス撮影時 


* 発光量補正時 

• ISO 感度、絞り値の設定が範囲列のと走 

Q RC モードで撮影時にフラッシュが発光しない。 

A カメラとフラッシュが同じチャンネルに設定されているか確認し 
てください。また、グループが正し<設定されているか確認して 
ください （ C ^ P .3 已）。 

Q 使用しているカメラがワイヤレスフラッシュに対応しているか知 
りたい。 

A RC モードはオリンパスワイヤレス RC フラッシュシステムに対応 
したカメラのみ使巧でをます。それ臥外のカメラでは、カメラの 
フラッシュをスレーブモードまたはマニュアル発光に設定でをる 
場合にスレーブフラッシュとして使用でをまず。詳しくはお使い 
のカメラの取扱説明書をご覧ください。 

Q オリンパスデジタルカメラがスリープに入ったとを、 FL - 日 OR の 
コント□ールパネル表示が消えた。 

A 正常でず。 FL - 已日 R はカメラと連動してスリープに入りまず。力 
メラがスリープか5復帰ずると、 FL - 已 OR ち連動して復帰しまず。 

Q オリンパスデジタルカメラの電源を切ったとさ、 FL - 己日 R も電源 
が切れますか？ 

A カメラの電源を切ったときは、 FL - 已日 R はスリープになりまず。再 
びカメラの電源を入れれば、 FL - 已 OR ち電源が入りまず。 FL -50 R 
の電源を切るとをは、 FL -50 R の電源を最初に切ってください。 
なお通信機能のないカメラと組み合わせたときには、 FL - 日日 R を 
約色日分間何ち操作をしないと、自動的にス U —プになりまず。 


別売アクセサリー 


パワーグリップ 


• フラッシュパワーグリップ FP -1 
( U モートグリップケーブル RG -1 および、フラッシュブラケット 
ケーブル FL - C 己01または FL - C 巨02 (お使いになるデジタルカメ 
ラにより異なりまず）が必要でず） 



単2アルカリ電地4本を電源としグ 
リップオンタイプのフラッシュとして 
使用でき牛す 

本機の電池と併用ずればフラッシュの 
急速巧電がでを、撮影可能枚数が増え 
まず。 


外部電源 


•フラッシュ八イボルテージセット SHV - 1 
(八イボルテージパック HV -1、 ニッケル水素電池日 N -1、 AC アダ 
プタ ー AC -2) 



専用のニッケル水素電池巳 N -1を使用 
し、フラッシュの急速充電がでさ撮影 
可能枚数が増えまず。 


(当社試験条件による) 


FL- 已 OR 使用電池 

FP-1 使用電池 

HV-1 使用電池 

発光間隔 

党光回数 

単3アルカリ 
電池 

単2アルカリ 
電池 


約2.己秒 

約已10回 

BN-1 

約1秒 

約7目0回 


BN-1 

約1秒 

約4日0回 


〇ま音 

•連続フル発光は10回までとし10分政上休ませて、発光部を放置、冷却 
してください。詳細は「連続発光について」 （D^P.48) をご覧ください。 


44 

JP 




























ガイドナンパー ( GN ) 



• TTL AUTO/AUTO 

旧010日. m 


ZOOM (mm) 

FOUR THIRDS 

8 

10 


~ T ^ 

17 


3 已 


13 己時 

16 

20 

24 

28 

3 已 

已〇 

70 

8 已 

TTL AUTO/AUTO 

FULL 発光 

18 

20 



36 

~40~ 

4 已 

^0~ 


• MANUAL 


ZOOM (mm) 


MANUAL 


ISOlOO-m 


FOUR THIRDS 

8 

10 

12 

14 

17 

25 

3 已 

42 

13 己時 

16 

20 

24 

28 


已〇 

70 

S 已 

1/1 

18 

20 

28 

30 

36 

40 

4 已 

50 

1/2 

13 

14 

20 

21 

26 

28 

32 

3 已 

1/4 

9.0 

To " 

~TT 

1 已 

~W 



■25~ 

1/8 

目 . 4 

7.1 

白 . 9 

11 

13 

14 

16 

18 

1/16 

4.5 

已.日 

7.0 

7.5 

9.0 

To " 

11 

13 

1/32 

3.2 

3.5 

4.9 

已 .3 

6.4 

~7T 


8.8 

1/64 

2.3 

2.5 

3.5 

3.8 

4.5 

己 . 0 

已.目 

6.3 

1/128 

1.6 



2.7 



To " 



• FP TTL AUTO 


ISOlOO-m 


ZOOM (mm) 

FOUR THIRDS 

8 

10 

12 

14 

17 

25 

3 已 

42 

13 己時 

16 

20 

24 

28 

3 已 

已〇 

70 

8 已 


1/12 已 

13 

14 

20 

21 

26 

28 

32 

3 已 


1/160 

11 

13 

18 

19 

23 

25 

28 

32 


1/200 

10 

11 

16 

17 

20 





1/250 

9.0 

10 

14 

1 已 

18 

20 

23 

2 已 


1/320 

8.0 

8.9 

13 

13 

16 

18 

20 

22 


1/400 

7.1 

7.9 

11 

12 

14 

16 

18 

20 


1/ 已〇〇 

巨. 4 

7.1 

白. 9 

11 

13 

14 

16 

18 


1/640 

已 .7 

6.3 

8.8 

9.4 

11 


~ T ^ 



1/800 

已 .0 

己.目 

7.9 

目. 4 

10 

1 1 


14 

シャツター速度 

1/1000 

4.5 

已 .0 

7.0 

7.5 

9.0 

To " 

11 

13 


1/12 已〇 

4.0 

4.4 

6.2 

6.7 

8.0 


To ~ 

1 1 


1/1600 

3.6 

4.0 

己.目 

已 .9 

7.2 

7.9 

8.9 

'93 


1 /2000 

3.2 

3.5 

己. 0 

已 .3 

6.4 

TT 




1 /2 己 00 

2.8 

3.1 

4.4 

4.7 

已 .7 

6.3 

7.1 

7.9 


1 /3200 

2.5 

2.8 

3.9 

4.2 

己. 1 

己.目 

6.3 

7.0 


174000 

2.2 

2.5 

3.5 

3.7 

4.5 

己. 0 

已.目 

6.3 


1/ 已〇 00 

2.0 

2.2 

3.1 

3.3 

4.0 

4 .已 

已 .0 

5.6 


1 / 己 400 

1.8 

2.0 

2.8 

3.0 

3.6 



'Ko 


1 /8000 

1.6 

1.8 

2.5 

2.7 

3.2 

3.5 


4.4 







































































• FP MANUAL 

1/1 発光時のガイドナンバーです。 

旧010日 . m 


ZOOM ( mm ) 

FOUR THIRDS 

8 

10 

12 

14 

17 

25 

3已 

42 

13己時 

16 

20 

24 

28 

3已 

已〇 

70 



1/12已 

13 

14 

20 

21 

26 

28 

32 

3已 


1/160 

11 

13 

18 

19 

23 

2己 

28 

32 


1/200 

10 

11 

16 

17 

20 

23 

2已 

28 


1/250 

9.0 

10 

14 

1已 

18 

20 

23 

2已 


1/320 

8.0 

8.9 

13 

13 

16 

18 

20 



1/400 

7.1 

7.9 

11 

12 

14 

16 

18 

20 


1/已〇〇 

巨.4 

7.1 

白.9 

11 

13 

14 

16 

18 


1/640 

已 .7 

6.3 

8.8 

9.4 

11 

13 

14 

16 


1/800 

已 .0 

己.目 

7.9 

目.4 

10 

11 

13 

14 

シャツター速度 

1/1000 

4.5 

己.0 

7.0 

7.5 

9.0 

10 

11 

~JT 


1/12已〇 

4.0 

4.4 

6.2 

6.7 

8.0 

8.9 

10 

11 


1/1600 

3.6 

4.0 

己.目 

已 .9 

7.2 

7.9 

8.9 



1 /2000 

3.2 

3.5 

己.0 

已 .3 

6.4 

7.1 

8.0 

8.9 


1 /2己00 

2.8 

3.1 

4.4 

4.7 

已 .7 

6.3 

7.1 

7.9 


1 /3200 

2.5 

2.8 

3.9 

4.2 

己.1 

"5^ 

6.3 

To" 


174000 

2.2 

2.5 

3.5 

3.7 

4.5 

己.0 

已.目 

6.3 


]/已000 

2.0 

2.2 

3.1 

3.3 

4.0 

4.已 

已 .0 

5.6 


1 /己400 

1.8 

2.0 

2.8 

3.0 

3.6 


4.5 

5.0 


1 /8000 

1.6 

1.8 

2.5 

2.7 

3.2 

3.5 

4.0 

4.4 


FP MANUAL モードで光量を1/1 L ソタりこしたとさのガイドナンバーは liTF の計算 
式でホめることができまず。 


1/1むがのガイドナンバーの求めち 

ガイドナンバー=1/1のガイドナンバー X 光量比係数 


光量比係数 


星ふ ■ 


1/1 

1/2 

1/4 

1/8 

1/16 

1.0 

0.71 

0.5 

0.3 已 

0.2 已 











































AUTO 調光節囲 


AUTO 調が可能な旧0感度/絞0値の組み合わせ 


AUTO 調光連動節囲 （ m ) 


ISO 感度 

照射ち度 （ mm ) 1 

上段 ： FOUR THIRDS 下段： 13 己時 

3200 

1 抓日 

800 

400 

200 

100 

抓 

8 

( W 阳ル) 

10 

邮师レ) 

12 

14 

17 

25 

35 

42 

16 

( W 阳ル) 

20 

( W " ネル) 

24 

28 

35 

己0 

70 

85 

F 8 

F 己.日 

F 4 

F 2.8 

F 2 

Fl ,4 


1.1-12.8 

1,己〜14,2 

1.7-20 .D 

1.目〜 21.4 

2ぶ〜2日‘7 

2,日〜28.日 

己.8〜 32.1 

3.1-35.7 

F 11 

F 8 


F 4 

123 


TiJ 

0.8-9.0 

0,9-10,0 

1.2 〜 RD 

1.3-15.0 

1.6-18.0 

1,7-20.0 

2.日〜益己 

2.2-25.0 

F 16 

F 11 

IT 

防目 


F 2.8 


0.5 ~ 6.4 

D . 目〜 7.1 

0.8 〜 10.0 

日月〜 10.7 

1.1 〜12月 

1,2〜 14.2 

1.4-16.0 

1.5 〜 17.8 

F 22 

F 1 己 

TT 

F 8 

Ti ? 


l2S 

日.日〜4‘日 

0.5-5.0 

0,6 ~ 7.0 

日.日〜 7.5 

[).8 〜9。 

0,8~10.0 

1.日〜 11.2 

1.1-12.5 

F 32 

F 22 

雨 

F 11 


防6 

~ F ^ 

日.己〜3ぶ 

0.5-3.5 

日,日〜己日 

日.日〜日‘3 

0.5- 6,4 

0, 6-7.1 

0.7-8.0 

0.7 ~ 8,9 


F 32 

面 

F 16 

TiT 


而 

0.5-22 

D 占〜2.己 

0,日〜3.日 

0.5-37 

0.5-45 

0,日〜丘日 

a 己〜日‘目 

日.日〜技2 



雨 

F 22 

雨 

TT 

IT 

日.日〜 1.6 

贴〜 1.8 

日,日〜2.日 

0.5-27 

0.5-32 

日,日〜 3.6 

0.5-40 

日.日〜4,己 




F 32 



TiT 

日.日〜1‘1 

0.5-1.2 

日,日〜 1.7 

0.5 ~ 1.8 

D 占〜2,2 

日,日〜2.日 

0.5 ~ 2.8 

日.己〜3,1 





雨 

F 22 

雨 

日.己〜日‘7 

D 占〜 as 

日,日〜 1.2 

日‘卜 1.3 

D 占〜1,日 

0,5 ~ 1.7 

0.5 ~ 1.9 

日.日〜2,2 


表のち側は通信機能のないカメラを使用したときの調光簡囲の目安で 
ず。 

通信機能付さカメラを使巧したとさは、使巧ずるレンズに合わせた調 
光範囲がコント□ールパネルに表示されるので、この表とは異なる表 
示になることがありまず。 





































連続巧がについて 


_ミモ意まさのためおずお守りください_ 

連続発光ずると発光部が熱<なり、劣化、故障、発光部の変形の恐れ 
がありまずので連続発光は次の回数までと し、 10分总上休ませてく 
ださい。 

連続発が制お回数 


発光 量 

発光間隔 

制限回数 

FULL *1/1 

1 秒 

10 

1 /2 

0 .巳秒 

20 

1 /4 

0.3 秒 

40 

1 /8 〜] /1 吕 S 

0.2 秒ムソ下 

80 


連続撮霞に同調して発巧でをる回数（連写速度： 8コマ/巧） 

連続撮影は次のコマ数まで同調します。ただし、連続発光制限回数を 
超える場合は1日分臥上休ませてください。 


夕 •! •部電源 


FL- 已 OR 

内蔵電池 


1/4 1/8 


発光量 

1/161/3吕1/64 1/128 


外部電源なし 

あ0 

2コ7 

己 117 

10コ7 

1 日 コ7 

3日コ7 

4日コ7 

フラッシュパワー 
グリップ FP -1 
(単 2 アルカリ電 
池/単 2 ニッカド 
電池） 

あ0 

2コ7 

巳 コ7 

1巨コマ 

40コ7 

4日コマ 

4日コマ 

なし 

2コ7 

巳 コ7 

12コマ 

18117 

4日コマ 

4日コマ 

ノ Vイボルテージ 
パック HV -1 
(ニッケル水素電池 
パック己N -1) 

あ0 

4117 

4日コマ 

40コマ 

40コマ 

4日コマ 

4日コマ 

なし 

4コ7 

2日コ7 

40コ7 

40コ7 

4日コ7 

4日コ7 































まを上のごミち意【必ずお守りください) 


本説明書では、製品を安全に正しくご使用いたださ、あなたや他の人々への危害 
や財唐への損害を未然に防止するために、重要な内容を絵表示ととちに記載して 
います。絵表示の意味は次のよラになっていまず。絵表示の内容をよく理解して 
か5本文をお読みください。 


A を険 水警告 A ま意 

人が死こまたは重店を負う差 人が巧亡または■巧を負う 入が盾宝を負う巧能せび巧を 

しおったをおのおとが巧定さ 可能性が巧定される巧容を ミれる巧容および苗)的巧害の 

れる巧容を示しています。 示しています。 みの発をが巧定される内宮を 

示しています. 


行為を禁止ずる給表示 

行為を指示ずる絵表示 

禁止嘘)分解禁止 

〇強制 


■本製品はオリンパス製デジタルカメラ専用のフラッシュです。他社のカメラ 
に接続ずると、カメラおよびフラッシュが動作しなくなるばかりか、カメラ 
およびフラッシュび破壊ずる恐れがあります。 


A ち巧 


■本製品には高電圧回路び組み込まれていまず。ミ夫して分解、改造はし 
ないで<ださい。感電やけがの恐れがありまず。 

■加熱性ガスおよび爆発性ガス等が大気中に巧在する恐れがある場所で 
の本製品の使用はおやめください。引火-爆発の原因となりまず。 


B 車の運転者等に向けてフラッシュを発光しないでください。大をな事 
故の原因になります。 


® 

S) 


A 警告 


■フラッシュや AF イルミネータを 人（特に乳幼児）に向けて至近距離^ 
で発光しないでください。目に近づけて撮影ずると、視力に回復不可 心 
能な程の傷害をきたす恐れがあります。特に乳幼児に対して Im む内 
_の距離で撮影しないでください。_ 

■フラッシュ、 電池等を幼巧、 子 おの手の届く範囲に放置しないでくだ A 
さい。政下のよラな事故発生の恐れがありまず。 V 

• 電池やルさな付属品を飲み込む。万一飲み込んだ場合は直ちに医師に 
ご相談 < ださい。 

* 目の前でフラッシュが発光し、視力に回復不可能な程の障害を起こず。 

• フラッシュの動作部でけがをする。 

















■電地の液漏れ、発熱、発火、破裂により、火災やけがの恐れがあります。 
• このフラッシュで指定されていない電池を使わないでください。 
•電池を火の中に投入、加熱、ショート、分解をしないでください。 
•古い電池と新しい電池、種類の異なる電池、異なるメーカーの電地を 
混ぜて使わないで < ださい。 

• 充電でをないアルカリ電池等を充電しないで< ださい。 

• 電地の+—の極性を逆に入れないでください。 


■湿気やほこりのをい場所にフラッシュを保管しないでください。火災 
や感電の原因となります。 


■発光部分を手や八ンカチ等の燃えやすい物で覆ったまま発光しないで 
<ださい。 

また連続発光直後は発光部に手を輔れないでください。やけどの恐れ 
びあります。 


(S) 


■水に落としたり、内部に水び入ったりしたときは、速やかに電池を巧き 、い 
販売店や当社修理センター、またはサービスステーションにご相談く 心 
ださい。火災や感電の原因となります。 


■水のかかる場所でフラッシュを使用しない。 


国電池を直射日光やおなどの熱にさ5さない。 




A ミ主意 


B 異臭、異常音、変おもしくは煙び出たりする等の異常び生じた場合は 、 A 
直ちに使巧を中止しやけどにま意しなが5電地を取り外し、販売店や V 
当社修理センター、またはサービスステーションにご連絡ください。 

义災や、やけどの原因になります。 


■長期間使巧しないときは電池を取り外しておいてください。電池の発 
_熱や液漏れにより、火災やけが、周囲が巧れる原因になりまず。_ 

■電池の液漏れが起走たときは使用しないでください。放っておくと、 
_火災や感電の原因となりまず。_ 

■ めれた手で操作しないでください。感電の危険がありまず。 


■異常に温度び高くなるところに置かないでください。部品び劣化した 
り、火災の原因となることがあります。 

国長時間連続使巧したあとは、電池をすぐに取り出さないで<ださい。 
電池が熱<なりやけどの原因となることがありまず。 

■ 電池室を変形させたり、異物を入れたりしないでください。 


Q 

S) 

S 

Q 

(S) 















電池にごいてのごミ主意 


■電池は指定された電池をお使いくださし、。 


■ i •ソ下の内容を守らない場合、電池の液漏れ、発熱、発火、破裂により、 
火災やけがの恐れがありまず。 

♦古い電池と新しい電池、充電した電池と放電した電池、また、容量、種類、 
銘柄の異なる電地を一緒に混ぜて使用しないでください。 

• 充電で走ないアルカリ電池等は充電しないで< ださい。 

• +—を逆にして装着-使巧しないでください。また電池室にスムーズ 
に入らない場合は無理に接続しないでください。 

•外装シール（絶縁被覆）を一部またはすベて剥がしている電池や、破 
れている電池をご使用になりますと、電池の液漏れ、発熱、破裂の原 
因になりますので、絶对にご使用にならないで<ださい。 

♦市版されている電地の中にち、外装シール（絶縁被覆）の一部または 
ずべてが剥がれている電池があります。このよラな電池は、絶対にご 
使用にならないで < ださい。 


(S) 

〇 


■ このようなお状の電池はご使用になれません。 


S5 

白 

空 

シール（絶縁被 e 

夏 

負極（マイナス e 

^9 

百 




— 

覆）をすベて剥 


面）の一部に膨 





を 


びしているちの® 


5みびあるび、® 


岳 



(裸電池）、また 負極がシール(絶 

は一部び剥がさ 縁被覆）で覆わ 

れているちの。 れていないちの。 


貪極（マイナス面） 
び平6な電池。（負 
極の一部がシール 
に覆われていてち、 
覆われていな<て 
ち使用できませ 
ん 0) 


(S) 


■電池の液が皮膚-巧類へ付着したときは、直ちに水道水等のきれいな 
水で洗い流してください。皮膚に傷害を起こず原因になりまず。 

■電池の液が目に入ると、失明の原因になりまず。こずらずに、すぐ水 
道水等のされいな水で充分に巧い流し、直ちに医師の治療を受けてく 
ださい。 


〇 

〇 


■雲地に強い衝擊を与えたり、投げたりしないでください。 


■電池を水や海水等につけたり、端子部をめ5さないでください。 


国火中への投下や、加熱をしないでください。 


(S) 

(S) 

(S) 
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ほ用上のごミち意 


巧用条件について 


•本製品には精密な電子部品が組み込まれていまず。臥下のよラな場 
巧で長時間使用したり放置ずると、動作不良や故障の原因となる可 
能性がありまずので、避けてください。 

•直射日光下や夏の海岸、窓を閉め切った自動車の中、冷暖房器、 
加湿器のそばなど、高温多湿、または温度•湿度変化の激しい場 
巧 

•砂、ほこり、ちりの多い場所 
• 火気のある場戸斤 
-水に馬れやすい場所 
-激しい振動のある場所 

•フラッシュを落としたりぶつけたりして、強い振動やショックを与 
えないで < ださい。 

•フラッシュを長期間使巧しないと、カビがはえるなど故障の原因と 
なることがあります。使用前には動作点検をされることをおずずめ 
しまず。 

• 本体の電気接点部には手を®れないでください。 

電池にごいて 

•電池の （+) (—）端子は、常にきれいにしておいてください。汗や 
油で巧れていると、接軸不良を起こす原因となりまず。充電や使用 
ずる前に、乾いた巧でよく拭いて<ださい。 

•巧電式電池をはじめてご使用になる場合、また長時間使巧していな 
かった場合は、ご使巧の前に必ず巧電してください。 

•一般に電池は低温になるにしたがって一時的に性能が低下ずること 
がありまず。寒冷地で使用ずるときは、フラッシュを防專具や衣服 
の内側に入れるなど保温しなが5使用してください。低温のために 
性能の低下した電池は、常温に戻ると性能が回復しまず。 
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•長期間の旅巧などには、予備の電池を用意されることをおずずめし 
まず。海列では地域によって電池の入手が困難な場合がありまず。 


• 使巧済みの充電式電池は責重な資源でず。充電式電池を捨 
てる際には、 （+ )( —）端子をテープなどで絶縁してか5 
最寄の充電式電池リサイクル協力店にお持ち<ださい。詳 
しくは社団法人電池工業をのホームページ （h け p://www. 
baj.or.jp/recycle/) をご覧く ださい。 


鎮 

Ni-MH 


その他のごミち意 


• 本書の内容については将来予告なしに変更することがあります。商 
品名、型番等、最新の情報についてはカスタマーヴポートセンター 
までお問い合わせください。 

•本書の内容については、万全を期して作成しておりまずが、万一ご 
不審な点、誤り、記載もれなど、お気づきの点がございました5力 
スタマーサポートセンターまでご連絡ください。 

• 本書の内容の一部または全部を無断で複写ずることは、個人として 
ご利巧になる場合を除を、禁止しまず。また、無断乾載は固くお断 
りしまず。 

•本製品の不適当な使用による万一の損害、逸失利益、または第兰ち 
か5のいかなる請ホに関し、当社では一切その責任を負いかねまず 
のでご了承ください。 

•本製品の故障、当社指定外の第兰ちによる修理、その他の理由によ 
り生じた画像データの消失による、損害および逸失利ななどに関し、 
当社では一切その責任を負いかねまずのでご了承ください。 

商標にごいて 

本説明書に記載されているずべてのブランド名または商品名は、それ 

5の所有者の商標または登録商標です。 
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をな仕様 


MODEL N 0. 
形式 

ガイドナン バー 


照射角度 


発光時間 


発光回数 ： 

(フル発光時） 

充電時間 ： 

(フル発光してか5 
チャージランプ 
点灯まで） 

発光モード 

バウンス角度 

オートパワーオフ： 
AF イルミネータ： 


FS - FI _50 R 

デジタルスチルカメラ用列■部フラッシュ 
自動切換 

已0 : 42 mm (1 3己日寺； 8己 mm ) 

28:1 2 mm 時 （1 3己時： 24 mm ) 

18/20切り換え（ワイドパネル使用時） 

自動切換 

12 mm 時：上下日い、左ち78。 

(12 mm レンズの画角をカバー)* 

42 mm 時：上下2じ左ち28。 

(42 mm レンズの画角をカバー）* 

ワイドパネル使用 8 mm 時：上下83。、左も101。 
(8 mm レンズ‘の画角をカノ V ‘一）* 

* ZOOM 表示は FOUR THIRDS 
約1/20000砂〜1/已〇〇砂（発光量により変わる、 
スーパー FP 発光時を除く） 

約1己0回（単3アルカリ電地使用時） 

約220回（リチウム電池パック使用時） 

(撮影条件により変わる） 

約日秒（単3アルカリ電池使用時） 

約已秒（リチウム電地パック使巧時） 


TTLAUT 0、 AUTO 、 MANUAL、FP TTL AUTO 、 
FP MANUAL 、 RC、SL AUTO、SL MANUAL 
上側： 〇〜90。下側： 7。 

ち側： 〇〜90。左側： 〇〜180° 

通信可能なカメラのオートパワーオフに連動 
通信可能なカメラとの組合せのみ低輝度で自動照射 
有効距離の目ま： 0.7 m 〜 7 m 
(使用ずるカメラ、レンズの種類によって異なります) 





RC 機能 

:オリンパスワイヤレス RC フラッシュシステムに対応の 
カメラとの組み合わせで作動 
有効距離約1 Om 政内 

電源 

:単3アルカリ電池-ニッケル水素電池- U チウム電池- 
オキシライド電池-ニッカド電地を4本使用。または、 
CR - V 3 (当社製 LB -01) リチウム電池パック2個使用。 

外部電源 

:フラッシュパワーグリップ FP -1、 フラッシュ A イボルテー 
ジセット SHV -1 

大ささ 

: 78 mm (幅 ） x 141 mm (高さ ） x 107 mm (奧巧き） 
(突起部含まず） 

質量 

: 38已呂（電池別） 

使用環境 

:温度〇〜40で、湿度 80% m 下（結露しないこと） 


外観*仕様は予告なく変更ずることがありまず。あ!5かじめご了承く 
ださい。 


メモ 
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OLYMPUS 

オリソじ i イタ-ジンブ株式会な 

干 163-0914 東京都新宿区西巧宿2の3の1巧宿モノリス 


• ホームページによる情が提供について 

聲品仕様、パソコンとの接続、 0 S 対応の状況、 Q & A 等の各種情報を当社ホー 
ムページで提供しております。 

オリンパスホームぺージ http :// www . olympus . co . jp / から「お客様サポー 
卜」のぺージをご参照ください。 


• 製品に関するお問い合わせ巧（カスタマーサポートセンター） 

フリーダイサル 

函 0120-084215 

携帯電話* PHS からは 042-642-7499 

FAX 042-642-7486 

調査等の都合上、回答までにお時間をいただく場合がありまずので、ご了承<ださい。 

；^^カスタマーサポートセンターの営業日 ■ 営業時間、最新情報についてはオリ 
ンバスホームぺージにて情報提供しております。 

オリンパスホームぺージ http :// www . olvmpus . co . jp / から 
「お客様サポート」のぺージをご参照ください。 

• 修理に閲するお問い合わせ•修理品ごを付巧（修理センター）、国内サービスス 
テーシヨン（修埋ち口）につきましては、本製品に同巧の r オリンパス代理店り 
スト J 、 またはオリンバスホームぺージ h け p :// www . olvmpus . co . jp / から [ お客 
なサポート J のぺージをご参照ください。 


X記載内容はを更されることがあります。最新情報はオリンパスホームページ 
http://www.olympus.co.jp/ ^ ご確認 ください。 
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